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み

表�紙 ： 「ニュー長瀬ドラゴンズ卒団生の中日ドラゴンズ�

　　　武藤祐太投手と子どもたちの交流会」ぼくらのキャンパス （泉野小学校）

男女共同参画の推進のために

わだいの特選 （黒山・鎌北湖駅伝大会ほか）

大雪への備えはお済みですか？

キラリ輝いてます （関口正男さん＆豊田雅美さん）

歴史散歩 （毛呂山合併ヒストリー～巻の２～）
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平成26年度、毛呂山町は合併60周年をむかえます
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毛呂山町

60年のあゆみ
　昭和 30 年４月１日に、旧毛呂山町と川角村が合併してから、もうすぐ

60年が経過します。人生で例えると、還暦。毛呂山町は、この 60年の間、

多くの人の力によって、発展と変化を重ねてきました。

　若い人には新しく、長く暮らしている人には懐かしいこの 60 年を振り

返り、これからの町づくりについて考えてみましょう。

19551970

４
月
１
日
、
旧
毛
呂
山
町
と
川
角
村
が
合
併
し
、

新
し
い
毛
呂
山
町
が
誕
生
す
る
。

箕
和
田
貯
水
池
（
箕
和
田
湖
）
が
完
成
す
る
。

毛
呂
山
町
役
場
庁
舎
が
完
成
す
る
（
現
在
の
中
央

公
民
館
の
場
所
）
。

長
瀬
地
区
に
団
地
開
発
が
始
ま
る
。

見
目
静
氏
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｆ
・
ア
プ
タ
ン
氏
が

名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

「
広
報
も
ろ
や
ま
」
が
創
刊
さ
れ
る
。

第
１
回
町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
実
施
さ

れ
る
。

公
民
館
が
開
館
す
る
（
現
在
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の

場
所
）
。

町
立
旭
台
保
育
園
が
開
園
す
る
。

毛
呂
山
町
外
二
町
一
村
ご
み
処
理
組
合
（
現
埼
玉

西
部
環
境
保
全
組
合
の
前
身
）
が
発
足
す
る
。

町
立
若
草
保
育
園
が
開
園
す
る
（
平
成
25
年
閉

園
）
。

町
立
光
山
小
学
校
が
開
校
す
る
。

町
立
上
町
保
育
園
が
開
園
す
る
（
平
成
25
年
閉

園
）
。

小
久
保
一
郎
氏
、
内
野
徳
治
氏
、
岩
上
孝
平
氏
が

名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

毛
呂
山
・
鳩
山
消
防
組
合
（
現
西
入
間
広
域
消
防

組
合
の
前
身
）
が
発
足
す
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘
が
開
所
す
る
。

埼
玉
県
立
毛
呂
山
高
等
学
校
が
開
校
す
る
（
平
成

20
年
閉
校
）
。

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
33
年

昭
和
36
年

昭
和
39
年

昭
和
41
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
51
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

光山小学校開校
（昭和50年）

長瀬銀座商店街
（昭和37年ごろ）

毛呂山町役場旧庁舎
（昭和33年）

※写真は昭和50年代（推定）
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「
毛
呂
山
町
史
」
が
刊
行
さ
れ
る
。

福
祉
会
館
（
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
）
が
開
館
す
る
。

町
立
泉
野
小
学
校
が
開
校
す
る
。

現
在
の
毛
呂
山
町
役
場
庁
舎
が
完
成
し
、
業
務
を

始
め
る
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道
組
合
が
発
足

す
る
。

町
の
木
を
「
ゆ
ず
」
、
町
の
花
を
「
き
く
」
に
決

定
す
る
。

総
合
公
園
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
る
（
平
成
19
年

閉
鎖
）
。

児
童
館
が
開
館
す
る
。

中
央
公
民
館
が
開
館
す
る
。

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
所
す
る
（
現
在
の
教
育
セ
ン

タ
ー
の
場
所
）
。

丸
木
清
美
氏
が
名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

図
書
館
が
開
館
す
る
。

総
合
公
園
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

毛
呂
山
町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
る
。

町
の
鳥
を
「
め
じ
ろ
」
に
決
定
す
る
。

下
田
養
平
氏
が
名
誉
町
民
に
推
戴
さ
れ
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館
す
る
。

岩
井
学
童
保
育
所
が
開
所
す
る
。

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

商
工
祭
、
農
業
ま
つ
り
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
第
１
回 

産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

開館して間もないころの図書館
（昭和62年ごろ）

現在の毛呂山町役場庁舎
（昭和55年）

泉野小学校開校
（昭和55年）
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現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
の
場
所
に
教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
所
す
る
。

川
角
学
童
保
育
所
が
開
所
す
る
。

ゆ
ず
の
里
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

前
久
保
中
央
公
園
が
完
成
す
る
。

毛
呂
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
所
す
る
。

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
稼
働
す
る
。

東
公
民
館
が
開
館
す
る
。

大
類
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

第
59
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男

子
が
大
類
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
る
。

現
在
の
町
立
旭
台
保
育
園
が
開
園
す
る
。

防
犯
活
動
セ
ン
タ
ー
が
始
動
す
る
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
開
所
す
る
。

町
立
小
・
中
学
校
に
２
学
期
制
が
導
入
さ
れ
る
。

宮
崎
県
木
城
町
と
友
情
都
市
の
盟
約
を
締
結
す 

る
。

葛
川
放
水
路
が
完
成
す
る
。

泉
野
学
童
保
育
所
が
開
所
す
る
。

町
内
循
環
バ
ス
（
も
ろ
バ
ス
）
の
運
行
が
開
始
さ
れ

る
。

毛
呂
山
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
も
ろ 

丸
く
ん
」
に
決
定
す
る
。

毛
呂
山
町
で
「
や
ぶ
さ
め
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ

れ
る
。

「
新
毛
呂
山
町
史
」
が
刊
行
さ
れ
る
。

平
成
８
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

防犯活動センター始動
（平成17年）

第59回国民体育大会
（平成16年）

東公民館開館
（平成14年）

20002010
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　昭和30年４月１日に、旧毛呂山町と川角村が合併し

てから60年。この60年の間に、町には様ざまな出来事

がありました。過去を知ることは、未来を予測するため

の指針になるといいます。多くの人たちが残してくれた

財産を今後の町に活かしていくのは、この時代を生きる

私たちの努めともいえるのではないでしょうか。伝統を

守り、後世へと継承していくこと。新しいことに取り組

み、新たな境地を開いていくこと。どちらも町の発展に

は、欠かせないものです。これらの営みを、これまで多

くの人たちが行ってきて、今の毛呂山町があります。そ

して、これからの毛呂山町を作っていくのは、今の住民

の皆さんの力です。これまでの60年を振り返り、未来の

毛呂山町を皆さんで考えてみませんか。

県
道
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
の
毛
呂
山
町
分
が
開
通

す
る
。

町
立
ゆ
ず
の
里
保
育
園
が
開
園
す
る
。

総
合
公
園
内
に
花
蓮
公
園
が
開
園
す
る
。

瀬
戸
大
也
選
手
の
世
界
水
泳
選
手
権
大
会
金
メ
ダ
ル

獲
得
を
祝
し
、
特
別
栄
誉
賞
を
授
与
す
る
。

武
州
長
瀬
駅
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
が
完
成
す
る
。

川
の
ま
る
ご
と
再
生
事
業
着
手
式
典
が
挙
行
さ
れ

る
。

４
月
１
日
、
毛
呂
山
町
合
併
60
周
年
を
迎
え
る
。

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

瀬戸選手へ特別栄誉賞授与
（平成25年）

やぶさめサミット
（平成22年）

木城町との友情都市盟約の締結
（平成20年）
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事前に備えておくべきこと

水、食料、燃料（灯油など）や、持病の常備薬
を少し多めに持つようにする（１週間程度）

材
質

プラスチック製 金属製と比べて軽く、軽く積もった雪には最適ですが、凍った雪には向い
ていません。先端部分にステンレス板が付いているものが効果的です。

ポリカーボネイト製 プラスチック製より強度があり、金属製より軽いですが、凍った雪には向
いていません。

金属製 硬く凍った雪にも効果的です。

形 角型 先が平らになっていて、雪を多く運ぶことができます。
丸型 鉄製で先がとがっていて、硬い雪も砕けます。

・�備蓄を無駄にしない、『循環備蓄』と
いう備え方があります

停電に備えて、使い捨てカイロ、電池、懐中電灯、
携帯電話の予備電池、携帯ラジオを常備する

カーポートやビニールハウスなどの耐雪化に取
り組む

スコップなどの除雪用具を常備し、降雪時期が
来る前に整備・点検する

大雪への備えはお済みですか？

停電や電話の不通が生じる恐れがあ
る

ドアの前に雪が積もり、外に出られ
なくなる

車の使用が困難になり、食料や燃料
を買出しに行けなくなる

人工透析や投薬など、生命にかかわ
る通院ができなくなる

商店への品物の搬入に時間がかか
り、品薄になる

カーポートやビニールハウスなどが
損壊・倒壊する恐れがある

ご確認ください！　大雪対策

大雪で心配されること

問　�役場総務課消防防災係☎（２９５）２１１２内線３１1

補充したものを
まとめて管理

消費した分を
こまめに買い足す

日付の古いものから
こまめに消費する
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共助の除雪にご協力ください！
　異常な降雪時、通学路や、利用者の多い生活
道路の除雪には、地域の皆さんの協力が必要不
可欠です。また、高齢者世帯など自力での除雪
が困難な人もいます。
　助け合いの除雪にご協力をお願いします。

　

昨
年
２
月
に
関
東
地
方
を
襲
っ

た
２
度
の
大
雪
で
は
、
毛
呂
山
町

内
で
も
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

の
積
雪
が
あ
り
、
各
所
で
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
路
面
の
凍
結
、
カ
ー
ポ
ー

ト
の
損
壊
、
植
木
の
損
害
な
ど
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
も

大
雪
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

農
業
面
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
倒
壊
、
観
光
面
で
は
、
倒
木

で
、
林
道
な
ど
が
通
行
不
能
に
な

り
、
鎌
北
湖
の
ボ
ー
ト
乗
り
場
の

損
壊
と
合
わ
せ
、
復
旧
に
多
く
の

時
間
を
要
す
る
な
ど
産
業
面
で
も

記
録
的
な
損
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
受
け
て
、
除
雪
や

安
否
確
認
な
ど
、
地
区
の
自
主
防

災
力
や
個
人
で
の
災
害
対
策
の
重

要
さ
を
痛
感
し
た
人
も
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
災

害
は
突
然
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
日
ご

ろ
か
ら
の
意
識
や
対
策
が
、
非
常

に
重
要
で
す
。

　

雪
害
か
ら
１
年
、
ご
家
庭
で
の

備
え
は
万
全
で
す
か
？　

大
雪
に

備
え
、
各
家
庭
で
の
対
策
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

降雪・積雪時の注意

除雪は早めに、安全第一で

除雪時の注意
・雪かきは見ため以上に重労働で、落雪などの
危険もある。必ず２人以上で行い、十分な準
備運動をしてから開始する

・こまめな水分補給や体温調節、早めの休憩を
心がける

・はしごや命綱、除雪機などは、事前に点検し
て安全を確認してから使用する

・低い場所でも、落雪や落下に注意し、屋根に
近づきすぎない

防水で
すべりにくい
手袋

携帯電話
（緊急連絡用）

屋根の下の雪かきや高所での雪下ろしには
必ずヘルメットをかぶる

タオル
（汗ふきと防寒）

高所で作業する
時は安全帯や命
綱

滑りにくい長靴
や防寒靴

防水の上着
（目立つ色で
蒸れないもの）

除雪の装備例

雪が降る前からこまめに天気予報を確認し、�
「外出を控える」「早めに帰宅する」などの
判断をすることが大切です

極力、外出はしない

やむをえず徒歩で外出する場合は
・�すべりにくい靴、手袋を身につけ、常に
両手が使えるようにする
・�決して走らず、つま先とかかとを同時に
地面につけて、ゆっくり歩く
・�路面凍結している場所や側溝の上、軒下
を避けて歩く

やむをえず車で外出する場合は
・道路情報を事前によく確認する
・�車間距離を十分にとり、急ブレーキを避
ける。カーブは特にゆっくり曲がる
・�除雪の障害になることもあるので、車両
の放置や路上駐車を避ける

7 広報もろやま　２月１日号 6広報もろやま　２月１日号



～カメラルポ～～カメラルポ～

11月～12月にかけて、県税事務所と役場職員が、各小学校

の6年生を対象に租税教室を開催しました。児童たちは、ビ

デオや税に関するクイズで、税金の大切さなどを学びました。

税 金は何のためにあるの？
町内小学校『租税教室』

12月6日、7日に、中央公民館まつりが開催されました。

公民館で活動するサークルが、舞台・展示・体験などに

分かれ日ごろの成果を披露し、来場者を楽しませました。

サ ークル活動の文化祭
中央公民館まつり

12月13日に行われたふれあい東公民館では、小学生と

ボランティアの皆さんが、ベーゴマ、玉すだれ、竹とん

ぼ、お手玉などの遊びを通して、楽しく交流しました。

昔 の遊びにはコツが要る
ふれあい東公民館

12月7日、総合公園をスタートとする「黒山・鎌北湖駅伝大会」

が開催されました。今年も仲間や事業所で組まれた70チーム

が参加し、ゴールである越生町役場を目指し、襷を繋ぎました。

毛 呂山から越生へ襷
たすき

を繋
つ な

ごう

第 48 回黒山・鎌北湖駅伝大会

12月14日、大類グラウンドで「そばまつり」が開催さ

れました。町内の5団体が作る毛呂山産のそば粉を使っ

た打ちたてのそばに、来場者は舌鼓を打っていました。

100％地元産のそばまつり
第 3 回もろやまそばまつり

12月13日、滝ノ入集会所でゆず祭りが行われました。昨年は

柚子が不作といわれていたため、販売開始から約２時間半でほ

ぼ完売してしまいました。今年は豊作になることを期待します。

人 気のゆずは即・完売！
滝ノ入レインボーパークゆず祭り
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■
遺
伝
子
工
学
か
ら
音
楽
の
道
へ

　

関
口
さ
ん
が
音
楽
の
道
を
志
し
た
の

は
、
大
学
生
の
時
。「
大
学
で
は
遺
伝
子

工
学
を
学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

道
に
進
む
か
迷
っ
て
い
た
時
期
に
、
音

楽
に
巡
り
合
っ
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は

研
究
の
合
間
に
聞
い
た
ゲ
ー
ム
の
音
楽

な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
『
こ
の
シ
ー
ン
の
音
楽
は
こ
う

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
』
と
か
、
『
自
分
な
ら

こ
う
作
る
』
と
か
、
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
、
じ
ゃ
あ
や
っ
て
み
よ
う
と
な
っ
た

ん
で
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

■
聴
く
人
の
た
め
に

　

「
音
楽
は
、
人
に
勇
気
を
与
え
た
り
、

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、
ひ
と
つ

の
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
成

長
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
ん
な
曲
を
作
っ

て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
た
。
関
口
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
も
聴
く
人
を
第
一
に
考
え
る
作
曲
家
を

目
指
し
て
い
く
。

■
身
近
な
人
へ
の
恩
返
し

　

昨
年
決
定
し
た
も
ろ
丸
く
ん
公
式
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
「
ぼ
く
が
愛
す
る
ゆ
ず
の
里
」

の
作
曲
者
、
関
口
正
男
さ
ん
。
応
募
の
き
っ

か
け
を
尋
ね
る
と
「
小
学
４
年
生
の
こ
ろ
、

東
京
か
ら
毛
呂
山
町
へ
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
身
近
な
人
や
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
毛
呂
山
町
へ
い
つ
か
は

恩
返
し
を
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
『
作
ろ
う
』

と
決
め
ま
し
た
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

　

作
曲
に
あ
た
っ
て
は
、
「
子
ど
も
た
ち

が
鼻
歌
で
歌
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
曲
、

一
度
聴
い
て
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
曲

が
作
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
。
「
も
ろ
丸

く
ん
」
と
「
毛
呂
山
町
」
に
真し

ん

し摯
に
向

き
合
い
、
皆
が
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
曲
作
り
を
し
た
そ
う
だ
。

関口正男さん（29）

作曲家。そのほか作詞・

音響 ・収録を行う。

ＢＧＭから歌謡曲、 よさ

こいの楽曲まで幅広く

手掛ける。柔軟性のある 

楽曲が評価されている。

と
き
悩
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
悩
み

が
あ
る
か
ら
次
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
と
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
」
と
語
る
。

■
幸
せ
の
共
有

　

「
こ
れ
ま
で
、
舞
台
な
ど
を
経
験
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
地
域
に
出
て
い
っ
て
活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
、
皆
が
笑
顔
に
な
れ
ば
、
私

も
幸
せ
な
空
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
屈く

っ
た
く託

の
な
い
笑
顔
で
語
る
豊
田
さ
ん
。
も
ろ
丸

く
ん
の
歌
を
、
全
国
各
地
で
聴
く
こ
と
が

で
き
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

■
空
の
広
さ
と
星
の
美
し
さ

　

「
関
口
さ
ん
か
ら
、
も
ろ
丸
く
ん
の
曲

を
作
る
の
で
、
作
詞
と
歌
を
お
願
い
で
き

な
い
か
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
び
っ
く
り 

し
ま
し
た
。
私
な
ん
か
で
い
い
の
か
な
っ

て
…
」
と
語
る
の
は
、
も
ろ
丸
く
ん
公
式

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
ぼ
く
が
愛
す
る
ゆ
ず
の

里
」
の
作
詞
と
歌
を
担
当
し
た
豊
田
雅
美

さ
ん
。
「
私
は
、
毛
呂
山
町
に
住
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
訪
れ
た
と
き

に
、
空
の
広
さ
と
星
の
美
し
さ
に
感
動
し

た
ん
で
す
。そ
れ
を
思
い
出
し
て
私
で
も
、

お
役
に
立
て
る
の
で
あ
れ
ば
と
、
引
き
受

け
ま
し
た
」
と
話
す
。

■
迷
い
、
悩
み
の
先
に

　

豊
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
は
、
決
し
て
順

調
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
中

学
生
の
こ
ろ
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
、
と
て
も
苦
し
ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
ふ
と
し
た
と
き
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
募
集
が
目
に
つ
い
て
、
何
気
な
く

応
募
し
た
ら
、
受
か
っ
て
し
ま
っ
て
…
。

で
も
、
や
っ
て
み
た
ら
楽
し
く
て
、
人
生

で
は
じ
め
て
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
故
で
怪

我
を
し
て
、
や
り
た
い
の
に
で
き
な
い
辛

い
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
そ
の

豊
田
雅
美
さ
ん
（
町
外
在
住
）

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
皆
で
幸
せ
に
な
れ
る

空
間
を
作
っ
て
い
け
た
ら
私
も
幸
せ
な
ん
で
す
。

自
分
の
作
る
曲
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
を

笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

豊田雅美さん （24）

声優 ・歌手 ・女優。

現在、テレビＣＭやゲー

ムナレーション、 ラジオ

収録、 ミュージカル、 ド

ラマＣＤなど幅広く活躍

している。

もろ丸くんのテーマソングを

作曲した人、作詞した人

関
口
正
男
さ
ん
（
町
内
在
住
）
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沢
田
地
区
の
大
き
な
特
徴
は
、
区
域

内
に
泉
野
小
学
校
と
西
入
間
広
域
消

防
組
合
消
防
署
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
沢
田
区
自
主
防
災
・

防
犯
会
の
関
谷
会
長
は
「
泉
野
小
学

校
が
あ
る
こ
と
で
、
住
民
に
と
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
ろ
う
と
い

う
意
識
は
強
い
と
思
い
ま
す
。
下
校

時
の
見
守
り
で
も
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、
併
せ
て

地
区
内
の
公
園
も
見
回
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
が
あ
る

こ
と
は
、
地
域
の
安
心
感
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
甘
え
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年

は
、
災
害
を
想
定
し
て
日
本
赤
十
字

社
毛
呂
山
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊

出
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

ま
た
今
後
の
、
自
主
防
災
・
防
犯
会

の
課
題
を
「
引
き
継
ぎ
と
要
援
護
者

の
把
握
」
と
関
谷
会
長
は
話
す
。
他

地
区
に
も
共
通
の
課
題
で
あ
る
だ
ろ

う
が
、
沢
田
地
区
で
は
組
織
の
会
長

が
１
年
交
代
の
た
め
、
毎
年
、
命
令

系
統
が
変
わ
る
こ
と
に
少
し
不
安
を

感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
、
防
災
・
防
犯
会
の
役
員
経

験
者
な
ど
に
協
力
を
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
命
令
系
統
を
画
一
的
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
要
援
護
者
の
把

握
に
つ
い
て
も
、
町
と
の
連
携
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
緊
密
化
し
、
対
策
を

喫き
っ
き
ん緊

に
進
め
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　

「
今
後
は
、
日
ご
ろ
の
啓
発
活
動
に

力
を
注
ぎ
、
常
に
一
人
ひ
と
り
が
近

所
を
意
識
し
、
横
の
つ
な
が
り
を
強

く
し
て
い
く
こ
と
で
、
沢
田
区
の
『
共

助
』
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

関
谷
会
長
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村

制
の
施
行
に
よ
り
、
毛
呂
村
、
川
角

村
、
瀧
野
入
村
の
３
か
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
瀧
野
入
村
で
は
、
村

名
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
問
題
が
起
こ

り
ま
し
た
。
瀧
野
入
村
は
、
旧
瀧
野

入
村
、
阿
諏
訪
村
、
大
谷
木
村
、
宿

谷
村
、
権
現
堂
村
、
葛
貫
村
の
６
か

村
の
対
等
な
合
併
で
誕
生
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
旧
瀧
野
入
村
の
村
名

が
そ
の
ま
ま
新
村
名
と
な
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
旧
５
か
村
か
ら
不
満
が

噴
出
し
ま
し
た
。

　

新
村
名
は
、
「
瀧
野
入
」
の
名
称

を
用
い
る
の
で
な
く
、
６
か
村
に
縁

ゆ
か
り

の
あ
る
名
称
に
す
る
べ
き
と
い
う
意

見
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
瀧
野
入
村

長
は
協
議
の
場
を
設
け
、
明
治
22
年

10
月
１
日
に
、
臨
時
議
会
を
招
集
し

育てよう地域の力「自主防災組織」
日ごろの近所付き合いが身を守る!!

沢
田
区
自
主
防
災
・
防
犯
会

　
地
区
内
の
『
共
助
』
と
い
う
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い

毛呂山歴史散歩
第２４９回

毛呂山合併ヒストリー

～巻の２～

ま
し
た
。
臨
時
議
会
で
の
決
議
に
よ

り
、
県
知
事
宛
に
村
名
改
称
の
請
願

書
を
提
出
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
請

願
書
の
内
容
は
、
「
旧
瀧
野
入
村
が

戸
数
や
納
税
額
に
お
い
て
決
し
て
優

位
で
な
く
、
あ
く
ま
で
６
か
村
は
対

等
で
あ
る
こ
と
」
を
強
調
し
て
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
瀧
野
入

村
の
名
称
を
使
う
こ
と
は
、
旧
５
か

村
が
瀧
野
入
村
に
吸
収
合
併
さ
れ
た

よ
う
な
印
象
が
あ
り
、
村
民
の
心
が

穏
や
か
で
は
な
い
」
と
も
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

改
称
後
の
村
名
に
つ
い
て
は
、
合

併
し
た
６
か
村
が
、
昔
か
ら
「
山
根

六
ヶ
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
新
村
名
に
は
「
山
根
」
を
用
い
た

い
と
願
い
出
て
い
ま
す
。
明
治
22
年

に
村
名
改
称
の
請
願
書
を
提
出
し

た
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
す

が
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
８
月

20
日
付
で
、
村
名
が
山
根
村
と
改
称

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
で
も
新
名
称
が
全

国
各
地
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

１
２
０
年
以
上
前
の
毛
呂
山
で
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
村
名
を
巡
っ
て
の
地
域
住
民
の

思
い
は
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
現
れ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

要援護者問題も議題になった沢田地区
でのタウンミーティングの様子
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ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
業
者
委
託
。

人
手
不
足
の
心
配
が
な
く
い
つ
で
も

安
心
し
て
セ
ミ
ナ
ー
が
受
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
施
設
内
に
は
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
も
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
関
係

の
本
や
資
料
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま

し
た
。

　

行
っ
て
み
て
感
じ
た
の
は
「
と
に

か
く
う
ら
や
ま
し
い
！

」
で
し
た
。

都
心
部
で
仕
事
の
種
類
も
量
も
多
い

で
あ
ろ
う
に
、
そ
の
う
え
こ
の
施
設
。

同
じ
県
内
な
の
に
こ
の
環
境
の
差
は

何
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し

毛
呂
山
に
は
毛
呂
山
の
良
さ
が
あ
り

ま
す
。
自
然
が
多
く
、
住
宅
事
情
も

都
市
部
よ
り
良
く
、
祖
父
母
が
近
く

に
い
る
割
合
も
高
く
、
助
け
を
得
や

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
見
学

に
行
っ
て
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

岩
上
陽
子

　

10
月
30
日
、
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
の
研
修
で
、
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
」
に
伺
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
こ
の
施
設
は
、
さ
い
た

ま
新
都
心
の
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ
内

に
あ
り
ま
す
。
間
借
り
の
イ
メ
ー
ジ

で
手
狭
な
施
設
を
想
像
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
は
真
逆
の
と
て
も
広

い
施
設
。
研
修
室
が
い
く
つ
も
並
び
、

座
敷
の
部
屋
や
、
研
修
で
Ｐ
Ｃ
が
学

べ
る
部
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

開
か
れ
る
研
修
は
必
ず
保
育
が
付
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
保
育
者
は
ボ
ラ

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担

う
べ
き
社
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）

　

毛
呂
山
町
で
は
、
「
毛
呂
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
」
に
お
い
て
、
意
思
決
定
を
す
る
場
な

ど
で
男
性
も
女
性
も
共
に
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
女
性
の
積
極
的
な
登
用
、
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

６
人
の
委
員
が
会
議
や
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
」 

（
☎
０
４
８

｜

６
０
１

｜

３
１
１
１
）
と
委
員
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

女
性
と
仕
事
と
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

委
員　

大
久
保
岳
史

　

私
自
身
、
今
ま
で
女
性
の
立
場
に

な
っ
て
世
の
中
を
見
て
な
い
こ
と
に

気
づ
き
、
反
省
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
近
代
史
は
、
お
よ
そ
40
年

で
大
き
な
節
目
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
、
自
分
の
仕
事
と
地

域
の
活
動
を
、
自
分
な
り
に
一
生
懸

命
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
し
た
。
男

性
は
、
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
女
性
の
目
線
に
し
た

と
き
、
40
年
前
は
多
く
の
女
性
が
、

学
校
を
卒
業
し
た
ら
働
き
、
そ
し
て

結
婚
、
出
産
を
機
に
退
職
、
後
は
専

業
主
婦
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
い
つ
の
間
に
か
男
性

と
共
に
生
涯
に
お
い
て
、
働
く
人
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
反
対
に
男
性
は
、
女
性
の
代

わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
家
庭
の
こ
と
を

ど
れ
だ
け
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
ま
で
女
性
は
、
世
間
の
動

き
に
対
応
し
、
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
様
ざ
ま

な
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

職
場
や
家
庭
、
町
づ
く
り
は
、
そ
こ

に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人
が
考
え
、

行
動
し
、
も
っ
と
自
分
の
意
思
で
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
次
世
代
の
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
を
少
し
ず
つ
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
に
、
今
な
ぜ
男
女
共
同

参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　

委
員　

波
田
眞
澄

　

私
た
ち
の
町
の
特
徴
と
し
て
、
核

家
族
が
多
く
、
通
勤
時
間
が
長
い
た

め
、
家
庭
生
活
に
父
親
が
参
加
す
る

時
間
が
少
な
い
家
庭
が
多
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
育
児
、

高
齢
者
の
ケ
ア
す
る
時
間
を
、
ほ
と

ん
ど
女
性
に
頼
っ
て
い
る
事
情
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
女
性
の
生
活

の
実
情
が
、
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い

な
い
様
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
近
年
に
起
こ
る
自

然
災
害
な
ど
の
中
で
、
男
女
共
同
参

画
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
被
災
地
に
お
い
て

は
、
男
性
の
み
の
会
議
に
よ
り
様
ざ

ま
な
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
災
害

弱
者
な
ど
へ
の
配
慮
が
欠
け
、
つ
ら

い
思
い
を
し
た
人
が
多
か
っ
た
と
聞

き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
被
災
地
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
予
期
せ
ぬ
災
害

が
起
き
た
と
き
、
私
た
ち
の
町
に
お

い
て
も
、
行
政
や
各
地
区
な
ど
の
会

議
へ
の
女
性
の
参
画
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
意
見

が
様
ざ
ま
な
会
議
の
場
に
お
い
て
、

そ
の
決
定
事
項
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
、
毛
呂
山
町
に
相
応
し
い
男
女
共

同
参
画
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

す
い
。
無
い
物
を
嘆
い
て
ば
か
り
で

は
も
っ
た
い
な
い
。
あ
る
も
の
を
活

か
し
、
し
か
し
地
元
以
外
の
事
情
も

知
っ
て
、
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
求

め
な
が
ら
、
使
え
る
と
こ
ろ
は
使
っ

て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
こ
れ
か
ら
も
県
内

の
進
ん
だ
施
設
、
仕
組
み
な
ど
を
学

び
、
町
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
回
の
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
」
は
、
行
っ
て
利
用

す
る
に
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
で
す
が
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
は
遠
方
か
ら
も
使
え
る

シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

役
場
総
務
課
自
治
振
興
係
☎
２
９
５

－

２
１
１
２
内
線
３
１
２

男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
に

男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
に
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電子申請用ＱＲコード

㊐……日　時

定……定　員

料……料金・費用

申……申込み

ｔ……電話番号

ｅ……電子メールアドレス

ｈ……ホームページアドレス

場……場　所

対……対象者

ｆ……ファクス番号

問……問合せ先

公共施設電話案内
ｔ（295）1015

ｔ（294）1250

ｔ（295）2277

ｔ（295）8282

ｔ（294）7179

ｔ（294）5511

 

ｔ（295）3111　ｆ（295）7258

■図書館

■中央公民館

■東公民館

■歴史民俗資料館

■総合公園体育館

■保健センター

■ウィズもろやま、社会福祉協議会 

毛呂山町役場

ｔ（２９５）２１１２
ｆ（２９５）０７７１
ｈ �http://www.town. 

 moroyama.saitama.jp

INFORMATION

インフォメーション

 税金
休日納税相談窓口　2 月 22 日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線 193・194

休日納入窓口　　　2 月 22 日（日）

　　　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み

 （通帳と銀行届出印が必要）、納入相談 

場・問　高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159

毎月末の日曜日は納税相談
納入窓口を開設しています

介護保険料・後期高齢者医療保険料

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

町
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
強
化

な
ど
、
安
全
で
快
適
な
水
を
安
定

的
に
供
給
し
続
け
る
指
針
と
な
る

「
毛
呂
山
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
見
直
し
に
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

２
月
10
日
火
～
３
月

３
日
火
（
当
日
消
印
有
効
）

案
の
公
表
場
所　

役
場
１
階
水
道

課
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法
・
提
出
先　

郵

送
ま
た
は
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
に
て
、
役
場
水
道

課
業
務
係
ま
で
提
出

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
行
政
情
報
→
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
水
道
課
業
務
係
ｔ
内
線

１
６
１
、
ｆ
２
７
６
―
６
０
６ 

６
、
ｅs
u

id
o

u
@

to
w

n
.m

o
 

ro
y
a

m
a

.s
a

ita
m

a
.jp

（
〒
３ 

５
０
―
０
４
９
３
毛
呂
山
町
中

央
２
―
１
）

介
護
保
険
料
の
適
用
除
外
に 

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は
、

医
療
保
険
分
と
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
に
介
護
保
険
料
分
を
加
え

た
額
が
、
国
民
健
康
保
険
税
額
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
た
場

合
、
届
出
を
行
う
こ
と
で
介
護
保

険
料
分
が
か
か
ら
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入

所
し
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
（
施
設
を

退
所
し
た
と
き
も
、
手
続
き
が
必

要
で
す
）
。

届
出
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
施
設
入
所
（
ま

た
は
退
所
）
証
明
書

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設

・
指
定
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介

護
と
施
設
入
所
支
援
の
両
方
の
支

給
決
定
を
受
け
て
い
る
人
）

・
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護

を
行
う
も
の
に
限
る
）

※
障
害
者
支
援
施
設
の
場
合
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
第
18
条
第
２
項

に
係
る
身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的

障
害
者
福
祉
法
第
16
条
第
１
項
第

２
号
に
係
る
知
的
障
害
者
に
限
ら

れ
ま
す
。

・
重
症
心
身
障
害
児
施
設

・
児
童
福
祉
法
第
７
条
第
６
項
の

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医

療
機
関
（
指
定
に
係
る
治
療
を

行
う
病
床
に
限
る
）

・
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の

ぞ
み
の
園

・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

・
救
護
施
設

・
労
災
特
別
介
護
施
設

・
障
害
者
自
立
支
援
法
第
29
条
第

１
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る
病
院 

（
療
養
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
）

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設

※
該
当
の
可
否
は
、
入
所
し
て
い

る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
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内
線
１
２
７
・
１
２
８

国
保
運
営
協
議
会
の
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　

毛
呂
山
町
国
保
運
営
協
議
会
委

員
が
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
12
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

の
任
期
で
委い

し
ょ
く嘱

さ
れ
ま
し
た
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

年
金
手
帳
は
大
切
に
！

　

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
）
は
、
年
金
の
加
入
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
重
要
な
手
帳
で

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
手
帳
は
、
年
金
を
請
求
す

る
と
き
ま
で
使
用
し
ま
す
。
共

済
組
合
加
入
者
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
の
み
が
発
行
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
就
職
す
る
際
、
厚
生
年
金
な
ど
の

加
入
手
続
き
を
す
る
と
き
に
は

年
金
手
帳
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
年
金
に
関
す
る
届
出
や
問
い
合

わ
せ
、
ま
た
年
金
請
求
の
際
に

は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
公
開
し
ま
す

　

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会
議
で

は
、
第
６
期
毛
呂
山
町
高
齢
者
総

合
計
画
策
定
の
審
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
会
議
の
傍
聴
お
よ
び

会
議
の
議
事
録
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
に
つ
い
て
は
、
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　

２
月
12
日
木
午
後
１
時
30
分

場　

役
場
２
０
４
会
議
室

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ
内
線
１
５
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

㊐　

３
月
12
日
木
、
19
日
木
午
前
10 

時
～
正
午
（
全
２
回
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

対　

ど
な
た
で
も

定　

先
着
30
人

料　

無
料

講
師　

都と
ど
こ
ろ所

壯た
け
しさ

ん

申
・
問　

２
月
24
日
火
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

青
少
年
相
談
員
主
催
の

『
イ
チ
ゴ
狩
り
』
参
加
者
募
集

㊐　

３
月
15
日
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
ご
ろ

場　

町
内
（
予
定
）

内
容　

イ
チ
ゴ
狩
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

料　

１
人
２
０
０
０
円
（
当
日
集
金

し
ま
す
）

対　

町
内
在
住
の
小
学
生

持
ち
物　

参
加
料
、
お
弁
当
、
水
筒
、

お
や
つ
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
雨

具
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー

定　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は 

抽
選
）

※
兄
弟
や
友
だ
ち
同
士
で
応
募
し
た
場

合
で
も
、
抽
選
の
結
果
に
よ
り
一
緒
に

参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申　

２
月
17
日
火
（
必
着
）
ま
で
に
、

切
り
絵
講
座

『
切
り
絵
を
は
じ
め
よ
う
！

』

　

気
軽
に
楽
し
く
切
り
絵
を
始
め
ま

せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
！

官
製
は
が
き
に
①
氏
名
・
ふ
り
が

な
、
②
性
別
、
③
住
所
、
④
電
話

番
号
、
⑤
学
校
名
、
⑥
学
年
、
⑦

保
護
者
氏
名
を
明
記
し
て
、
役
場

５
階
生
涯
学
習
課
（
〒
３
５
０
―

０
４
９
３
毛
呂
山
町
中
央
２
―
１

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支

援
係
）
に
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

に
て
申
込
み
。

※
２
月
19
日
木
以
降
に
抽
選
結
果
、

詳
細
を
郵
送
で
連
絡
し
ま
す
。

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
」

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
と
で

も
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

個
人
や
家
族
ま
た
は
友
だ
ち
同
士
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

３
月
７
日
土
・
14
日
土
午
前

９
時
受
付
、
９
時
30
分
開
会
式
、

正
午
終
了
予
定
（
小
雨
決
行
）

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

小
学
生
以
上

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物　

飲
み
物

申
・
問　

２
月
28
日
土
ま
で
に
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ｔ

２
９
４
―
７
１
０
１
、
ｆ
２
９ 

４
―
７
１
０
６
へ
申
込
み

被保険者代表 保険医等代表 公益代表

岩崎健
た て い

生 柴﨑淳夫 ◎関口弥一

荻野淳
じゅんこ

子 小林正幸 ○髙
こうさか

坂純一

岡野博一 奥田晴美 　武藤暢子

　　　　（敬称略）
◎会長、○副会長
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INFORMATION

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

㊐　

２
月
15
日
日
午
前
10
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
最
終
受
付

午
後
４
時
）

場　

飯
能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

農
業
塾
生
を
募
集
し
ま
す

　

毛
呂
山
町
農
業
塾
で
は
農
業
の

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業

塾
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
農
業
を
行
い
た
い
人
、
農
業

の
知
識
を
深
め
た
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

申　

２
月
13
日
金
午
後
３
時
ま
で

※
受
講
期
間
は
平
成
27
年
3
月
末

か
ら
平
成
28
年
１
月
末
ま
で
の
約

１
年
間
で
す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

『
臨
時
交
通
指
導
員
』
募
集

勤
務
内
容　

児
童
・
生
徒
の
登
下

校
時
の
立

り
っ
し
ょ
う

哨
指
導

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
、
交
通

安
全
に
熱
意
の
あ
る
健
康
な
人

勤
務
時
間　

登
校
日
の
午
前
は
、

１
時
間
、
午
後
は
１
時
間
30
分

で
、
１
日
２
時
間
30
分

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

現
在
の
指
導
員
が

休
職
し
た
翌
日

申
・
問　

２
月
17
日
火
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場
生

活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ
内
線

２
１
３
へ
提
出

町
立
小
学
校
の
臨
時
職
員

（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
支
援
員
）
募
集

勤
務
内
容　

小
学
校
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
式
端
末
な
ど
を
使
用
し

た
授
業
の
支
援
な
ど

募
集
人
数　

４
人

応
募
要
件　

タ
ブ
レ
ッ
ト
式
端
末

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
機
器
の
操
作
に

精
通
し
て
い
る
人

勤
務
日
数　

年
間
１
７
５
日

採
用
予
定
日　

４
月
中
旬
ご
ろ

勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
正
午
（
１
日
３
時
間
）

※
児
童
が
登
校
す
る
日

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

選
考
方
法　

面
接
、
書
類
審
査

申
・
問　

３
月
10
日
火
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
ｔ
内
線
５
３ 

０
へ
提
出

彩
の
国
い
き
が
い
大
学

川
越
、
東
松
山
学
園
学
生
募
集

　

本
学
で
は
、
学
習
や
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り

を
行
う
と
と
も
に
、
卒
業
後
は
地

域
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

【
一
年
制
課
程
（
川
越
学
園
）
】

回
数　

年
30
回
（
木
曜
開
催
）

場　

ウ
ェ
ス
タ
川
越

定　

１
３
０
人

内
容　

一
般
教
養
の
学
習
と
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど

料　

年
額
２
万
９
５
０
０
円

【
専
攻
課
程
（
東
松
山
学
園
）
】

回
数　

年
38
回
（
木
・
金
曜
開
催
）

場　

彩
の
国
い
き
が
い
大
学
東
松

山
学
園

定　

木
曜
１
１
０
人
、
金
曜
85
人

内
容　

一
般
教
養
、
専
門
科
目
の

学
習
と
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

料　

年
額
４
万
２
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

対　

県
内
在
住
で
昭
和
30
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

申す

２
月
27
日
金
（
必
着
）
ま
で

に
学
園
会
場
な
ど
で
学
生
募
集

案
内
を
入
手
し
、
ハ
ガ
キ
を
送

付
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ�

h
ttp

:/
/
w

w
w

.ik
g
-
s
a
ita

m
a
. 

jp
/
u

n
iv

e
rs

ity
）
か
ら
申
込
み

問　

一
年
制
課
程
▽
（
公
財
）
い
き
い 

き
埼
玉
高
齢
者
い
き
が
い
支
援 

担
当
ｔ
０
４
８
―
７
２
８
―
７
９ 

５
１
、
専
攻
課
程
▽
彩
の
国
い
き

が
い
大
学
東
松
山
学
園
ｔ
０
４ 

９
３
―
２
２
―
０
２
９
５

大
学
の
開
放
講
座

55
歳
以
上
の
受
講
生
募
集

　

55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
16
の

大
学
が
様
ざ
ま
な
分
野
の
科
目
を
開

放
し
、
一
般
の
学
生
と
一
緒
に
学
ん

で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

募
集
開
始　

２
月
１
日
日

期
間　

お
お
む
ね
４
月
～
８
月

場　

埼
玉
大
学
（
さ
い
た
ま
市
）
、

城
西
大
学
（
坂
戸
市
）
な
ど
県

内
15
大
学
お
よ
び
都
内
１
大
学

科
目　

経
済
政
策
、
政
治
学
、
社

会
福
祉
、
語
学
な
ど

費
用　

各
科
目
１
万
円
程
度

申　

埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ�

h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
re

f.s
a
ita

m
a
. 

lg
.jp

/
a
0

6
0

3
/
4

-
rik

a
re

n
to

.

h
tm

l

）
の
募
集
案
内
を
確
認
の

う
え
、
各
大
学
へ
直
接
申
込
み

問　

埼
玉
県
高
齢
介
護
課
ｔ
０
４ 

８
―
８
３
０
―
３
２
６
３
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

会
議
室
（
丸
広
百
貨
店
飯
能
店

７
階
）

対　

相
続
、
交
通
事
故
、
借
金
（
住

宅
ロ
ー
ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ

ラ
金
）
で
お
悩
み
の
人

※
予
約
不
要
・
先
着
順
。
当
日
は
複

数
名
の
弁
護
士
が
担
当
し
ま
す
。

問　

田
口
法
律
事
務
所
ｔ
２
２
７

―
３
１
７
７

ひ
ま
わ
り
お
悩
み
１
１
０
番

無
料
法
律
相
談
会

㊐　

３
月
７
日
土
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
）

場　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
４
―
２
―
１
浦
和
高
砂

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

内
容　

借
金
、
離
婚
、
相
続
、
交

通
事
故
、
そ
の
他

※
事
前
申
込
不
要

問　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
１
０
―

５
６
６
６

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

㊐　

２
月
22
日
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時

面
談
相
談　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

９
階
ほ
か
３
か
所

※
予
約
制
。
２
月
19
日
木
午
後
５

時
ま
で
に
埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１
へ

申
込
み
（
１
組
30
分
）

電
話
相
談　

ｔ
０
４
８
―
８
７
２
― 

８
０
５
５
（
相
談
日
当
日
の
み
）

料　

無
料

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ
０
４
８

―
８
６
３
―
７
８
６
１

　おじいちゃん、おばあちゃんにいろ

いろな遊びを教えてもらおう！

日　時　3月7日（土）

　　　　午後1時30分～3時30分

場　所　中央公民館

内　容　昔の遊びコーナー（こま、ベー

　ゴマ、竹馬、羽根つき、折り紙など）

対　象　児童・園児（親子でも可）

※事前申込みは必要ありません。当

日、中央公民館へ直接遊びに来てくだ

さい。

ふれあい中央公民館
問　中央公民館　ｔ（294）1250

　　放課後子ども教室は、地域の皆さんによって、放課後や週末に運営されている、安全・安心な子ど

もたちの居場所です。子どもたちが心豊かに、そして健やかに育くまれる環境を作り、勉強やスポーツ、

文化活動、地域との交流などに取り組みます。

　活動内容　室内外での遊び、宿題支援、体験活動、交流活動

　対　　象　町内に在住する小学生（両教室参加登録も可）

　参 加 費　無料

　　　　　　※ただし、傷害保険料や体験活動などを実施する際の材料費は、個人負担となります。

　スタッフ　 地域の大人を中心に構成されるコーディネーター、安全管理員、学習アドバイザーなど。

　申 込 み　下記事前説明会後に会場で受付。

　定　　員　両教室とも先着40人

　　　　　　※子どもの送迎は、保護者が責任をもって行ってください。

遊ぼう！学ぼう！「放課後子ども教室」　～平成２7 年度参加者募集～

問　教育委員会生涯学習課学習支援係　ｔ（295）2112内線521

 「放課後子ども教室」事前説明会
　放課後子ども教室の概要や、学習の内容、注意事項などの説明会を実施します。保護者の出席を 

お願いします（参加できなかった人は、生涯学習課から説明を受けてください）。

 「子ども教室」事前説明会

　　　 日時　３月14日（土））午前10時　　　場所　東公民館　視聴覚室

 「木曜のあそびクラブ」事前説明会

　　 　日時　３月12日（木））午後　4時　　　場所　図書館　2階読書室

 ※説明会終了後に、「参加登録申込書・同意書」をお渡しします。

教室名 開催場所 開　催　日 開催時間 定　員

子ども教室 東公民館 原則毎週土曜日（３回程度／月） 午前10時～午後３時 40人

木曜のあそびクラブ 図書館 原則毎週木曜日（３回程度／月） 午後３時～５時30分 40人

15 広報もろやま　２月１日号 14広報もろやま　２月１日号



INFORMATION

越
生
梅
林
梅
ま
つ
り

期
間　

２
月
21
日
土
～
３
月
22
日
日

場　

越
生
梅
林
（
越
生
町
堂
山
１ 

１
３
）

料　

２
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

駐
車
料　

４
０
０
円
（
普
通
車
）

※
開
花
状
況
な
ど
は
、
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
ｔ
２
９ 

２
―
３
１
２
１
内
線
１
４
５

第
５
回
も
ろ
丸
く
ん
カ
ッ
プ

㊐
／
３
月
22
日
日
午
前
９
時
か
ら

場
／
総
合
公
園
体
育
館　

内
容
／

混
合
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
ほ

の
ぼ
の
と
楽
し
み
た
い
「
ほ
の
ぼ

の
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
、
ガ
ン
ガ
ン
勝

ち
進
み
た
い
「
熱
血
ブ
ロ
ッ
ク
」

定
／
各
ブ
ロ
ッ
ク
８
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
12
人
ま
で
登
録
可
。
コ
ー

ト
内
で
は
必
ず
女
子
３
人
、
男
子

３
人
で
構
成
）　

ネ
ッ
ト
の
高
さ

／
２
メ
ー
ト
ル
24
セ
ン
チ　

参
加

資
格
／
18
歳
以
上
で
町
内
在
住
、

在
勤
者
お
よ
び
そ
の
友
だ
ち
、
家

族
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
る
人
な
ど　

申
・
問
／
２
月
23

日
月
ま
で
に
用
紙
に
①
参
加
ブ

ロ
ッ
ク
名
、
②
チ
ー
ム
名
、
③
代

表
者
氏
名
、
④
代
表
者
の
連
絡
先
、

⑤
参
加
選
手
名
・
年
齢
を
記
載
し
、

毛
呂
山
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
鎌

北
ｔ
・
ｆ
２
９
４
―
６
７
５
４
へ

申
込
み

※
３
月
７
日
土
午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
代
表
者
会
議
を
行
い

ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
代
表
者
の
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
ヶ
島
清
風
高
校
和
太
鼓
部

定
期
演
奏
会
「
襷
～
つ
な
ぐ
」

㊐
／
２
月
８
日
日
午
後
１
時
開
場
、 

１
時
30
分
開
演
、
３
時
終
演　

場

／
鶴
ヶ
島
西
公
民
館
（
鶴
ヶ
島
市

新
町
４
―
17
―
８
）　

料
／
無
料 

定
／
１
６
２
人　

問
／
鶴
ヶ
島
清

風
高
校
ｔ
２
８
６
―
７
５
０
１

『
第
23
回
神
愛
ホ
ー
ム

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
』

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
神

愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
15
日
日
午
前
10
時
～
午

後
２
時　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま 

共
催
／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー

ム
、
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会　

問
／ 

児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
（
大

谷
木
２
１
４
―
１
）
ｔ
２
９
４
―

０
０
４
０

城
西
大
学
水
田
美
術
館

「
展
覧
会
」
の
お
知
ら
せ

内
容
／
展
覧
会
「
エ
ヴ
ァ
・
ヴ
ァ
リ
エ 

F
ib

e
rs

&
F

ra
g
m

e
n

ts
 S

e
le

c
t 

e
d

 W
o
rk

s
 1

9
9

8
-
2

0
1

4

」　

期

間
／
２
月
18
日
水
～
３
月
14
日
土　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
日
・
月
曜
休
み
）　

場
／
水
田
美

術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２　

料
／
無
料

問
／
城
西
大
学
水
田
美
術
館
ｔ
２ 

７
１
―
７
３
２
７

健康で安心して暮らせるま

ちづくりのための寄附とし

て

武蔵野瓦斯株式会社　様

▽ 10 万円

ご寄附

ありがとうございました

第12回東公民館 ふれあい文化祭

問　東公民館　ｔ（295）2277

　東公民館の利用サークルによる、一年間の発

表の場です。サークルの学習成果を是非ご覧く

ださい。皆さんお誘い合わせのうえ、ご来場く

ださい。

日　時　２月21日（土）
　　　　午前9時30分～午後4時

　　　　２月22日（日）
　　　　午前9時30分～午後3時30分

場　所　東公民館

内　容

　展示、舞台、体験教室、模擬店

　【体験教室】

　　21日のみ／社交ダンス、手話

　　22日のみ／３Ｂ体操、太極拳、囲碁、将棋

　　両  　　日／書道、折り紙、パソコン

　【模 擬 店】とん汁、ポップコーンなど

第21回　文化フェスティバル
問　教育委員会生涯学習課学習支援係℡（295）2112内線522

日　時　３月７日（土）展示部門

　　　　　　8日（日）展示部門・舞台部門

　　　　午前 10 時～午後４時

場　所　ウィズもろやま

内　容　毛呂山町文化協会に加入している団体が、日ごろの活動

の成果を発表します。

　【展示部門】　華道、絵画、写真、俳句、美術工芸など

　【舞台部門】　日本舞踊、新舞踊、ダンス、民謡、人形劇など

主　催　毛呂山町文化協会

　全国瞬時警報システム【J-ALERT（ジェイアラート）】の全国一斉自動
放送試験が実施されます。町内各所に設置されている防災行政無線
のスピーカーから試験放送が一斉に流れますので、ご了承ください。
◆ 実施日時　２月20日（金）午後２時15分ごろ
◆ 放送内容（予定）
　　上りチャイム ＋ 「これは、テストです。」×３回　＋ 「こちらは、
　　ぼうさい毛呂山です。」 ＋ 下りチャイム
※気象状況などによっては、試験放送を中止する場合があります。

ジェイアラート試験放送のお知らせ

２月は

省エネルギー月間です！

http://www.kdh.or.jp/

ぼくは安全エレちゃん
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

（地区表彰）
農業委員会入間地方協議会表彰

　長年にわたり、地域農業の発展に寄与

　波田　二三雄さん（葛貫）

（県表彰）
埼玉県統計功労者表彰

　長年にわたり、統計業務に尽力

　総務大臣表彰　　　矢幡多美子さん（毛呂山台）

　経済産業省感謝状　久保　きくさん（第一団地）

シラコバト賞

　日常、身近なところで住みよい地域社会の実現

のため、積極的な実践活動を地道に続けている活

動と功績を顕彰

　中本　修
しゅう

さん（第一団地）

　髙橋　優さん（日化団地）

　吉野　伊三郎さん（総庭団地）

埼玉県スポーツ少年団表彰

　長年にわたり、スポーツ少年団指導者として青少

年健全育成に貢献

　ＦＣもろやまレディース

　本田　周平さん（平山）

埼玉県警察本部長・公益社団法人埼玉県防犯協会 

連合会会長　連名表彰

　団体受賞　毛呂山町立毛呂山中学校ＰＴＡ

　個人受賞　土肥　國男さん（第一団地）

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

※今回掲載した受賞者は、平成26年7月1日から12月31日

までの間に国、県などから表彰を受けた人で、町を通じて申

請手続きを行った人などを中心に掲載しています。

第
21
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

　

埼
玉
県
俳
句
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
主
催
の
「
第
21

回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、
12
月
７
日
桶
川

市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
者
１
万
２
５
３
４

人
、
応
募
句
数
２
万
２
２
１
句
の
な
か
か
ら
、
次
の
と
お
り
、
毛
呂

山
町
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
賞

　

「
あ
り
じ
ご
く　

何
か
を　

入
れ
て
み
た
く
な
る
」

 

毛
呂
山
中
学
校
１
年　

岩
上　

竜り
ゅ
う
や也

く
ん

朝
日
新
聞
さ
い
た
ま
総
局
長
賞

　

「
や
ぶ
さ
め
の　

秋
風
に
の
る　

一
本
矢
」

 

泉
野
小
学
校
５
年　
　

梅
村　

脩し
ゅ
う
と斗

く
ん

埼
玉
県
俳
句
連
盟
会
長
賞

　

「
口
開
け
て　

食
べ
ろ
食
べ
ろ
と　

あ
け
び
の
実
」

 

毛
呂
山
小
学
校
５
年　

熱
田　

晴は

る

や哉
く
ん

朝
日
新
聞
奨
励
賞
（
学
校
賞
）

　

小
学
校
高
学
年
の
部　
　

毛
呂
山
小
学
校
・
泉
野
小
学
校

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の

「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
次
の
と
お
り
毛
呂

山
町
の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

毛
呂
山
町
長
賞

　

『
税
に
助
け
ら
れ
て
い
る
私
達
』 

岡
橋　

京
子
さ
ん
（
１
年
）

毛
呂
山
町
教
育
長
賞

　

『
税
金
』 

内
田　

悠
斗
さ
ん
（
２
年
）

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

佳
作

　

『
税
に
つ
い
て
』 

堀
川　

奨
太
さ
ん
（
３
年
）

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
生
徒
の
作
品
で
す
。

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

危険業務従事者叙勲

　長年にわたり防衛行政に貢献

　瑞宝単光章　水本　美
よしふみ

文さん（双葉団地）

文部科学省　生涯スポーツ功労者表彰

　長年にわたり、町のスポーツ振興に貢献

　平野　新一さん（長瀬一区）

（国表彰）
秋の叙勲

　長年にわたり防衛行政に貢献
　瑞宝小綬章　有元　務さん（双葉団地）

　瑞宝小綬章　井内　宏さん（双葉団地）

　長年にわたり一般行政事務に貢献
　瑞宝双光章　青木　甫さん（滝ノ入）

　長年にわたり教育行政に貢献
　瑞宝双光章　村本　洋さん（沢田）
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子ども広場

子どもや親子で参加できるイベント、子育

て支援情報、健康診断などをご案内します！

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

４か月児健診 3 月 2 日（月）

13:30 から

H26. 10 生

※対象者には事前に通知します。
10 か月児健診 3 月 3 日（火） H26. 4 生

1 歳 6 か月児健診 3 月 17 日（火） H25. 8 生

3 歳児健診 3 月 18 日（水） H23. 9 生

２歳児歯科健診 3 月 12 日（木） 13:10 から H24. 8・9 生 歯科健診、歯みがき指導、フッ素塗
と ふ

布、栄養相談など

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

遊びにおいでよ！

ぴょんぴょん広場

2 月 4 日（水）

18 日（水）

25 日（水）

10：30

～ 11：30

２歳前後の幼児

と保護者

内容 / 体操、工作、体育あそびなど　申 / 不要

持ち物 / 親子とも室内シューズ

父親クラブ

～出来立て！！　手作り

肉まん・あんまん作り～

３月 14 日（土）
９：30

～ 11：30

幼児・小学生と

お父さん

（家族で参加も

大歓迎！）

内容/親子で楽しく生地をこね、オリジナルの

肉まん・あんまんを作ります。　料/1人200円

定/先着10組または20人　申/2月27日（金）～ 

3月12日（木）に参加費を添えて児童館へ申込み

※お釣りのないようにご協力ください。

児童館　ｔ（295）4111　2 月の休館日：毎週日・月曜日、11 日（祝）

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会

「愛の若草物語（完結版）」
2 月 14 日（土）

14：00

～ 15：30

内容 / 以前テレビで放映された、感動の名作の

90 分編集版です。美しい四姉妹の夢と希望の

物語。　場 /2 階視聴覚室　定 / 先着 50 人

おはなしポッケ
2 月 10 日（火） 

24 日（火） 

11：00

～ 11：30
0 ～ 3 歳

内容 / わらべうた、手あそび、絵本の読み聞か

せなど　場 / １階おはなしコーナー

※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おはなしのクレヨン

おはなし会
2 月 28 日（土） 

14：00

～ 14：30

3 歳～小学生

大人もどうぞ！

内容 / パネルシアター「てぶくろ」ほか　場

/2 階視聴覚室

※小さなお子さんは、保護者といっしょにご参

加ください。

おおきなポッケ 3 月 03 日（火）
11：00

～ 11：30
2 ～３歳

内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙芝居な

ど　場 / １階おはなしコーナー

図書館　ｔ（295）1015　2 月の休館日：毎週月曜日、12 日（木）

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

毛呂山町合併60周年記念

ファミリーコンサート

音楽のおくりもの

～歌の花たば～

2 月 22 日（日）

10:00 開場

10:30 開演
0 歳から

出演 / アンサンブル・ディヴェルターズ　午前

/ 乳幼児といっしょに、親子で家族でコンサー

ト　午後 / 癒しのひととき、午後のコンサート

料 /500 円（3 歳以下は無料ですが、座席を利

用する場合はチケットが必要です。）

※チケットはウィズもろやまで発売中。

14:00 開場

14:30 開演
4 歳から

ウィズもろやま　ｔ（295）3111
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保健センターだより 保健センターｔ（294）5511

ぼくらの

キ
ャ
ン
パ
ス

№
３
９
２　

泉
野
小
学
校

㊐　3 月 4 日（水）午後　※予約制

対　こころの健康に関する悩みを抱えている人、ご家族

相談例　「最近眠れない」、「気持ちが不安定でつらい」、

「お酒やギャンブルで家族に迷惑をかけているのにや

められない」、「家族の 1 人がいつもと様子が違う。

どうしてあげたらいいか」など

定　3 組　　料　無料

申　2 月 9 日（月）～ 25 日（水）に、電話または直

接申込み

※申込み時に、相談内容を確認させていただきます。

こころの健康相談

４
年　

池
畠　

聖せ

い

か華
さ
ん

「小さなコビトの
　　ヘチマアスレチック」

「おでかけ」

２
年　

関
口　

来ら

い

き絆
く
ん

「さぁいくぞ　獅子舞おどり」

６
年　

川
端　

涼す

ず

か

々
伽
さ
ん

健康まつり開催!

㊐　2 月 15 日（日）午前 9 時～正午

内容　医師健康相談、薬剤師相談、栄養相談、食事バ

ランスガイドＰＲ、がん検診ＰＲ、フッ化物洗口（う

がい）、血管年齢測定、ともろー体操など

※詳しくは広報もろやま1月1日号P19をご覧ください。

※駐車場に限りがあるため、お車で来場の場合は乗り

合わせてご来場ください。

㊐　3 月 6 日（金）午後

対　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上

料　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円

※クーポン券がある人は無料です。

※生活保護受給世帯の人は無料で検診を受けることが

できます。申込み時にお申し出のうえ、当日は、必ず

印鑑と受給者証をご持参ください。

※お子さんの保育あり。

定　両検診とも先着 50 人

申　2 月 6 日（金）から受付

（受診回数/2年度に1回）乳がん・子宮頸
けい

がん検診

■ 3 月の在宅当番医（午前 9 時～正午）

日にち 医療機関名 専科 住所 電話
3/21（祝）柴﨑皮膚科医院 皮膚科 中央 4-19-12 295-6628

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、

救急部が日曜・祝日を問わず、救急患者を受け入れてい

ます。
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行事カレンダー3 月の
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7児 図歴児体

・4月分総合公園予約日
　場総合公園

・いきいきシニア講座
　場中央公民館

・おおきなポッケ
　場図書館→P18

・ぴょんぴょん広場
　場児童館
・こころの健康相談
　場保健センター→P19
・入間西障害者相談支援
　センター出張相談会
　場役場→P20

・4月分体育施設調整会議
　場総合公園
・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・マレットゴルフ教室
　場大類グラウンド→P13
・ふれあい中央公民館
　場中央公民館→P15
・文化フェスティバル
　場ウィズもろやま→P16

8 9 10 11 12 13 14児 図歴児体 　

・春の流鏑馬
　場出雲伊波比神社
・文化フェスティバル
　場ウィズもろやま→P16
・上級救命講習
　場消防署

・健康づくりプロジェクト
　場東公民館

・おはなしポッケ
　場図書館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館　

・切り絵講座
　場図書館→P13
・木曜のあそびクラブ
　事前説明会
　場図書館→P15
・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館　
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・町立中学校卒業式
　場各町立中学校

・子ども映画会
　場図書館
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・マレットゴルフ教室
　場大類グラウンド→P13
・子ども教室事前説明会
　場東公民館→P15
・父親クラブ
　場児童館→P18

15 16 17 18 19 20 21 春分の日
児 図歴児体 児

・青少年相談員「イチ
　ゴ狩り」
　場町内→P13

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・切り絵講座
　場図書館→P13
・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館

22 23 24 25 26 27 28児 図歴児体

・おはなしポッケ
　場図書館
・小学生事業
　場児童館
・町立小学校卒業式
　場各町立小学校

・町立小中学校修了式
　場各町立小中学校
・町立保育園卒園式
　場各町立保育園

・おはなし会
　場図書館　

29 30 31児 図歴児体 図�

・休日納税相談・納入窓口
　場役場

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

3 月の相談コーナー

成人健康相談
心と体についての健康相談

㊐　3月  9日（月）　9:00～12:00　場　保健センター

㊐　3月16日（月）　9:30～11:30　場　役場町民ホール

電話相談

㊐　月～金曜日（祝日を除く）　9:00～17:00

問　保健センターｔ（294）5511

人権・行政相談
人権問題、行政に関する苦情などの相談

㊐　3月12日（木）　13:30～16:00

場　役場会議室

問　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112内線313

法律相談
土地家屋、交通事故、金銭貸借や補償、相続などの相談

【弁護士】（要予約）

㊐　3月12日（木）、23日（月）　13:30～16:00

【行政書士】

㊐　3月18日（水）　10:00～15:00

場　役場会議室

問　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112内線313 心配ごと相談
生活上の悩み、困りごとなどの相談

㊐　毎週水曜日　10:00～12:00

場　ウィズもろやま（福祉会館）

問　社会福祉協議会ｔ（295）3111

消費生活相談
消費生活コンサルタントによる相談や情報提供

㊐　毎週火曜日　10:00～15:00

場　役場相談室

問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112内線171

教育相談
不登校、いじめ、しつけなど教育に関する相談

㊐　月～金（祝日を除く） 　10:00～16:30

場　教育センターｔ（295）2525　※電話相談可

入間西障害者相談支援センター出張相談会
生活上の諸問題などについての相談

㊐　3月4日（水）　10:00～12:00　

場　役場相談室

対　障害（身体・知的・精神）のある人やその家族

問　役場福祉課障害福祉係ｔ（295）2112内線116・117

広報もろやま1月1日号「2月の行事カレンダー」に掲載した2月17日（火）「おはなしポッケ場図書館」は誤りでした。2月の「おはなしポッケ」

は、2月10日（火）、24日（火）の2日間に開催予定です（詳しくはこの広報紙のP18をご覧ください）。お詫びして訂正いたします。
訂
正

図図書館　
歴歴史民俗資料館
児児童館

施設のお休みマーク 場＝場所
体町内体育施設

（総合公園体育館・テニスコート・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、西戸・川角・岩井・目白台の各グラウンド、弓道場 ）

21 広報もろやま　２月１日号 20広報もろやま　２月１日号



役場からのお知らせｉ
■毎週水曜日は、税務課・住民課・子

ども課・高齢者支援課・福祉課・水道

課で、午後７時まで窓口業務を行って

います。

■「ｉ広報紙」QRコード

■広報もろやまは、役場ホール、両公

民館、図書館、保健センター、教育セ

ンター、総合公園体育館、歴史民俗資

料館、福祉会館、町内各駅などに置い

てあるほか、スマートフォン用アプリ

「ｉ広報紙」でも閲覧でき

ます。

元旦に、桂木観音へ初日の出を見に行き

ました。空は曇りがちでしたが、日の出

時刻を待つ間に見た関東平野の夜景は、

足元に星が広がっているようで、とても綺

麗でした。平成 27 年は、良いスタート

になったような気がします♪（Y）

編 集 後 記

人の動き
　人口　35,304 人（－ 39 人）

　　男　17,617 人（－ 18 人）

　　女　17,687 人（－ 21 人）

　世帯　15,751 戸（－ 18 人）

※平成 27 年 1 月 1 日現在

※（カッコ）内は前月比

町税・保険料  ２月の納期

国民健康保険税　　　　　8 期

後期高齢者医療保険料　　8 期

　　　　　　　※ 3 月 2 日納期限    

納期限内に忘れずに納めましょう

山根荘バザーを２月17日（火）、18日（水）、19日（木）に開催します。

※行事日程などは、都合により変更する場合があります。上記の趣味の

会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘 ｔ（294）5545

図書館

　今月のオススメの一冊！
『大人はどうして働くの？』

宮本恵理子／編・著　日経ＢＰ社／出版

「大 人はどうして働くの？　という

問いに、天野篤、有川浩など７

人の識者が答えてくれます。内容は子ど

も編と大人編にわかれて

い る の で、 将 来 の 事 を

考えはじめた子どもにも、

仕事に悩む大人にも、大

切なヒントがきっと見つ

かる１冊です。」

山根荘趣味の会等定例行事
手 芸 の 会 25日

カラオケ同好会
2日 16日

27日（厚年カラオケ）

吟 友 会 25日
書 道 の 会 25日
舞わかば会 25日
FDカトレア 13日 27日
健康体操（役場主催） 6日
押し花の会 2日   9日
桜 扇 の 会 9日 23日
PC ク ラ ブ 2日 16日
光 華 の 会 4日 20日

2月の休館日
1日 7日 8日 11日 14日

15日 21日 22日 28日

ペ タ ン ク お休み
声を出す会 4日 18日
民踊同好会 9日 23日

俳 句 の 会
13日 27日【季語 冴え返る（さえ
かえる）、春祭り（はるまつり）】

囲 碁・ 将
棋 の 会

4日 6日 13日 18日 20日
25日 27日

お 茶 の 会 6日 20日
ダンス同好会 6日 20日
三味線・民謡の会 5日 12日

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。また、

交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物

・ハイカットスニーカー（男児用・21㎝）（中古・無料）・長靴（男児用・黒・

22㎝）（中古・無料）・子供用自転車（24インチ）（中古・無料）・ランド

セル（黒）（中古・無料）・水色ハコー（学校の机の引出しに入れるもの）

（中古・無料）・回転式イス（新品・無料）・冷蔵庫（中古・無料）・七段

飾り雛人形（中古・無料）・工業用ミシン（中古・相談）・プラスチック

製衣装ケース４つ（幅63㎝、高さ14㎝、長さ43㎝）（中古・無料）

●ゆずってほしい物

・MDウォークマン（無料）・うす（無料）・車いす（介助用）（無料）・チャ

イルドシート（相談）

・
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友
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お便りコーナー

こ
こ
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、
ぼ
く
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役
場
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募
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し
て
る
ん

だ
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今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
年
賀

状
を
も
ら
っ
た
よ
！
　

ぼ
く

の
似
顔
絵
が
書
い
て

あ
っ
た
り
、
と
っ
て
も

可
愛
く
て
笑
顔
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
☆　

み
ん

な
、
あ
り
が
と
う
！
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　「かまくら」は、秋田県や

新潟県など、雪の多い地方

で行われている行事で、雪で

作った家の中に水神を祀る祭

礼的なものです。しかし、近

年は観光にも取り入れられ、

かまくらのなかで餅を焼いて

食べ、楽しむものもあります。

そもそも「かまくら」という名前の由来は、かまどに似

ているため「竈
かまどくら

蔵」からきているとか、神の座する場所

「神
かみくら

座」からきているとか諸説あるそうです。

　毛呂山町では、昨年の２月に大雪が降り、大きな被害

が発生しました。降り積もると美しい風景や楽しい遊び

を提供してくれる雪ですが、反面、脅威にもなるという

ことを忘れてはならない教訓となる出来事でした。

広
報

も
ろ

や
ま

　
２

月
1

日
号

　
Ｎ

ｏ
8
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■
発

行
　

毛
呂

山
町

　
■

一
部

当
り

　
3

1
.2

円

■
編

集
　

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
係

彩もろやま魅力　　発見

　「わがやのアイドル」募集中！
申・問　役場秘書広報課広報広聴係ｔ内線332
♥

かまくら

　

雪
の
降
り
し
き
る
鎌
北
湖
を
撮
影
し
た
一
枚
で
す
。
春
に
は
桜
。
初
夏
に
は
新
緑
。
秋
に

は
紅
葉
と
四
季
を
通
じ
て
様
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
毛
呂
山
町
を
代
表
す
る
観
光
地

『
鎌
北
湖
』
。
静
寂
に
包
ま
れ
た
冬
の
鎌
北
湖
も
ま
た
、
私
た
ち
に
美
し
い
表
情
を
見
せ
て
く

れ
る
一
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
一
枚
で
す
。

 

（
撮
影
地　

鎌
北
湖
）

　おてんばで面倒みのいい花南ちゃん。負けず

嫌いだけどとても優しい性格の南連くん。わが

ままで甘えん坊の七南ちゃん。

　パパとママの大事な宝物。いつまでも兄弟３

人、みんな仲良く元気でいてね！

酒井　花
は な

南ちゃん （７歳11か月）

　　　南
な つ

連くん　 （５歳10か月）

　　　七
な な

南ちゃん（２歳　1 か月）

「
雪
意
」　
持
田
敏
男
さ
ん
（
行
田
市
）
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